
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

7kＩ麟当する□にit･し何Jを紀人してくださ',､』特定しlf興行以外')｡１噸何･ＷノパルｉＷ〕妃人ｉｔｲs要です`：

２「狂峨ｲiil唾」とltdIlWIﾘ1Wﾘﾘ)'611Ｍ【を、「目tNfI芒喚」とIt3II1hiIりIIllI(ﾉ〕｣H終61ﾘKを、「仰告ｲIzuljとはiWIilUⅡ11】のうち．′r【'1lIHt0jﾘ)jrl験と舐る年度を１，､います

３『Ｗ蒸折沖俳'十I区分」とは｣ｌｍＭＷＷ)！｢難jili弊ﾘ)Ⅲ匹典祈仙U）たy』ｿjエネルギーの1世川}二伴い薙化す-ろ｢蝦(効央ガスを．「輪j苫１１'?IlIIjI雌IjIpq分ｊと1ｔ目ｉＭ〔逆送り｢定例についてI士仙Ⅲ‘〕本拠の(ihiPfを』XliIIoFIIﾉIと､りるIlIlJl
の排出するfH讃効果ガスを．ｌｍｊＩ巾曜者について、(係IIする１１t物01[I,ⅢXIt臓群11[M`iU〕排ltI＋ろi且竃効煕ガスを、「そU)他'JI1iⅡ１八k分」とItl2記以外の京１ｍｍ内におけるj「糞､i等の11F襲活勅にｲ`l;い楚ノド十るIML:i〈劫１１uガス
を.いい±す，

４「原単位当たりの沮揃効IILガスlUM1hi神」の「111途1K分」に１t、○つI､塒．巾lii所'kどの川造を紀人してください，「hi(Ｗ,)(/)lm1jに肱分子の「二敗化喫講綱ii[」のトに分IUと左る猯標（'主痒fklii、廷ぺ床ｌｈＴ
ＭＬ走行漣黛諄）を記入してください。

Ｓｒその他の地球狙国化対爾Iこよる沮竃効果ガスのriIJ城lit笄ｊｄＤう合，Ｐ点Ｗ〕保令及び縦Iiijの「信僚年度（汁向）１機にIkfI1IWmjiIIIIllUJIl隙の9M計を，ｒ倒告《1ﾐﾘｒ（叉噛）』閉にI宝典砧Ｕ〕'４１３１を記入してください

６『持墾-祁項ｊに1ｔ、平成２(18度（１９９()確度）をAK懇とＬた11上IfIW)jkIl上や、１吋エネ剰晶劉免など他行のI甑‘幼蝿ガスIlHlIInII雛ヘリ)阿倣．グリーン調i迄の棟ｊＭ、Ｗこう『｣ンなどの条例諭定休のi2窺助染ガスUDn1l威
岐どそ起人してください、

住所（IULi人にあっ
てＩｉＬｊ:たる}l｢勝

ﾘﾘ｢の所在地）
京都市下京区木津段橘通烏丸西入木津屋橘ピル

氏名（肱人にあっ
て1ｔ、名称及び代

斐祈の氏端）
京都ステーションセンター株式会社代表取締役社長鳥居興彦

事業者の主たる
業種 不動産賃貸業(京都駅北口広場地下街｢ポルタ｣デベロッパー）

蕨当する卒業者
要件 ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号咳当事業者（大規模エネルギー使用卒業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

ｒ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上〕

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号l亥当蛎業者（その他の温室効果ガスの大規模排出卒業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上）〕

計画期間 半成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

エネルギー消費管理の徹底、省エネ設備、器具の導入を今後も積極的に推進し、資源の適正かつ有効な活用を通じて地球環境に優しい企業を目指す。

推進体制

技術管理部長及び段iiil担当者を中心としてエネルギーの適正管理、省エネ施策の推進をはかる。

環境マネジメントシステム名称 ISOl4001 

適用範囲 京都ステーションセンター株式会社
取得年月日 平成20年３月14日

年度ごとの具体
的な取組及び措
樋の状況

年度

平成20～2２

平成2０

平成20～2２

設０１W、対象、工程等

主要Iil闇の省エネ遮転

網＊
鳳砲U2、変吐成烟を石工
祖鰯に更斬

当ど凸刑ＨＨいIIUノソアンＣＤイ

ンバーターイ脂

楢極内容
＝凸ＥＵ

上が 雛::……図'w~………………。匡火'~.…､…w肝……巳…'坪'Ｅ…麺しに…･切苧…肝不…刀､で管ｴ不ルキー旧西幼…)価

熱Imi纏麗の老朽取甘えに伴い．ガス吸収式冷温水発生樋を、高効率空冷ヒートポンプ方式に変更した．－部変電Ｈ２偏につb､てら・省エネ里トランスに更新を実施した。

一郎空p図樋送旦ファンのインバーター化を実適し省ニネを因る。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基11n年度（実綱）

(19）年皮
(二酸化炭泰換算）

目標年度（計画）

(22）年度
(二酸化輿累換算）

墹減率
(計画）

報告竿度（実緬）

(21）年度
(二段化炭粛換算）

増減率
(実績）

30746.0ｔ 30634.0ｔ -3.0％ 3,299.4ｔ -11.9％ 

ｔ ｔ 船 ｔ 粥

ｔ 上 ％ ｔ 兇

＊Ｉ 3,746.0ｔ 中２3,634.0ｔ -3.0％ ６１ 3,299.4ｔ -1Ｌ９船

上記、熱源股M1を空冷ヒートポンプ方式に変更し、また氷蓄熱装置の解氷運転の自動化(趾適化）を行い、結果ＣＯ２１Ｌ９%削減した。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出迅等

用途区分 原単位の指標

地下街
二酸化炭素換箆

床面積21.97千㎡

木津鰯極ﾋﾞル
二酸化炭素換算

床面積Ｌ２千㎡
二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） j､減寧（iIf面〕 報告年度（実績） 咽域率（突紙）

166.OOOt-CO2/千㎡ 161.OOOt-CO2/千㎡ -3.0髄 146.791ｔ-CO2/千㎡ －１Ｌ６船

73.000L-CO3/千㎡ 73.OOOt-CO3/千㎡ 0.0船 62.OOOt-CO2/千㎡ -15.1％ 

軸 船

上記、熱源紋llIiを空冷ヒートポンプ方式に変更し、また水醤熱装趣の解氷迎転の目UDI化(最適化）を行い、結果c0211.9%削減した。

その他の地球温
暖化対策による
i且室効果ガスの
削減壁等

対策等の区分

森林の保全及び鐙0Ｗ

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した虹力
又は熱の供給

グリーン勉力の鯛入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画i）

mRInm樺 (二敗化腱粛換算）

輔凹而積〕 hａ 吸収且） ｔ 

利用且） ｍ、 跡I域、） ｔ 

充電、） kwｈ １１ﾘ蚊、） ［ 

熱供給仕） GＪ 醐域、） ［ 

購入且） kwｈ ､１域且） ［ 

(醒入、） ［ (FIM鐘且） ［ 

卓３ｔ

報告年度（実績）
取組Et悴 (二酸化炭素換算）

蝕伯面敏） hａ 吸収Ⅲ） ｔ 

利用Ｈ） ｍｌ 1W減且） ［ 

充電丘） kwｈ 筋餓且） ［ 

黙供給価） GＪ FW減量） ｔ 

叫入趾） kwｈ 11！hHH） ｔ 

(頭入、） ｔ (剛城且） ｔ 

ｷﾖｔ 

差引排出趣

(排出合計一NII域輔合３１）

基準年度（実績）

＊１3,746.0ｔ 

目標年度（計画）

1.21-(．］】3,634.0ｔ

1W械邨Ｉ（11十画）

-3.0％ 

報告年度（実績）

3,299.4ｔ ＩＣＩ)‐(●5１ 

増減率（爽勝l）

-11.9％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項

CO2肖ﾘ減に向け、老朽化したガス吸収式冷温水発生機を、商効率空冷ヒートポンプ方式に更新すると共に、冷温水ポンプの台数制御及びインバータ化を行っ
た。また氷蓄熱股MHの解氷運鮨の自動制御化．一部変電般備の省エネトランスへの取替えを行った。その結果、基胆年に対して11.9％のCO2削減ができた，


